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草津市健康推進員連絡協議会広報啓発委員会 発行責任者

　

井上佳子

１風通しよく香昌会を貝直しまし匠
従来の委員会は、 はつらつ・よっといで・

ほんわか・ひよっこ・広報の５つがありました。
それが近年、 会員数の減少により、 ひとつの

地域から５人の委員を出すことが難しく、委

員不在の地域がありました。そこで委員会活

動が会員の負担にならないよう組織を簡素化

できないかと役員会で検討を重ね、５つの委員

会を３つに集約することになりました。
０歳から１７歳を対象とした「こども健康委

員会」１８歳から高齢者を対象とした「おとな

健康委員会」広報紙の発行と歯科啓発を担当

する「広報啓発委員会」です。今後も活動を

続けながら見直しを重ね、全員が知恵を出し

合ってより良い委員会運営を目指します。
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Ａ券
行
わ
れ
ま
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匠
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４
月
１２
日
に
、
令
和
４
年
度
定
期
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
昨
年
は
書
面
で
行
わ
れ
た
委
嘱
状
交
付
式

も
今
年
は
対
面
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
長
挨
拶
、
感

謝
状
贈
呈
、
来
賓
祝
辞
な
ど
次
第
が
進
行
さ
れ
、
市

長
と
一
緒
に
『く
さ
つ
健
康
は
つ
ら
つ
体
操
』
を
し

ま
し
た
。
決
意
新
た
に
、
こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
健
康

づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
き
ま
す
。

．
養
成
講
座
始
ま
り
ま
し
犀

今
年
も
健
康
推
進
員
養
成
講
座
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
１３
名
の
方
が
受
講
さ
れ
て

い
ま
す
。
講
座
終
了
後
健
康
推
進
員
に
な
る
と
草
津
市
か
ら
の
委
託
事
業
に
加
ぇ
、
主
に
各
鍋

回
－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　

学
区
地
区
で
活
動
を
し
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ね

受
講
す
る
方
々
に
聞
い
て
み
ま
し
た
！

①
健
康
推
進
員
の
新
人
会
員
募
集

は
何
で
知
り
ま
し
た
か
？

・健
康
推
進
員
か
ら
の
紹
介

・
ご
近
所
の
方
か
ら
の
紹
介

・草
津
市
広
報
紙
を
見
て

②
な
ぜ
講
座
を
受
け
て
み
よ
う
と

思
い
ま
し
た
か
？

・
活
動
を
通
し
て
地
域
と
繋
が
り
を

持
ち
、
人
と
触
れ
あ
い
た
い
か
ら

・
時
間
に
余
裕
が
で
き
た
の
で
、
地

域
に
貢
献
し
た
い
と
思
っ
た
か
ら

・
健
康
に
つ
い
て
興
味
が
あ
っ
た
か
ら

③
健
康
推
進
員
の
活
動
し
て
い
る
と

こ
ろ
を
ど
こ
で
見
ま
し
た
か
っ
・

・
地
域
の
料
理
講
習
会
に
参
加
し
た
と
き

．
草
津
市
離
乳
食
レ
ス
ト
ラ
ン
に

参
加
し
た
と
き

④
健
康
推
進
員
に
な
っ
て
ど
ん
な

事
を
や
っ
て
み
た
い
で
す
か
？

・
正
し
い
食
生
活
を
広
め
た
い

・
高
齢
化
に
向
け
、
健
康
で
い
る
た

め
の
予
防
策
を
進
め
て
い
き
た
い

健
康
推
進
員
と
し
て
活
動
を
始

め
た
あ
と
も
、
続
け
る
の
が
無
理

か
な
と
思
っ
た
時
や
困
っ
た
時
に

は
仲
間
に
相
談
を
し
て
、
自
分
が

出
来
る
範
囲
で
出
来
る
事
を
、
楽

し
く
続
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

こ
れ
か
ら
も
多
く
の
方
々
に
健

康
推
進
員
の
活
動
に
興
味
を
も
っ

て
い
た
だ
き
、
も
っ
と
健
康
の
輪

が
広
が
っ
て
い
く
事
を
願
っ
て
い

ま
す
。
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①
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

　

去
る
６
月
５
日
脚
、
草
津
エ
イ
ス
ク
エ
ア
で

「か
む
カ
ム
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
２
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
、
立
ち
見
が
出
る
ほ
ど
の
大

盛
況
で
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

「歯
み
が

き
し
て
る
か
な
？
４
つ
の
お
約
束
」
で
歯
の
大

切
さ
を
お
伝
え
し
、
来
場
者
に
は
熱
心
に
観
て

頂
き
ま
し
た
。
ま
た
劇
中
の
「虫
歯
菌
パ
ネ
ル
」

で
は
、
お
子
さ
ん
に
虫
歯
の
怖
さ
を
感
じ
て
も

ら
え
た
と
思
い
ま
す
。

　

高
齢
化
が
進
み
「人
生
１
０
０
年
時
代
」
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
歯
の
お
手
入
れ
を
欠
か
さ

ず
、
い
つ
ま
で
も
自
分
の
歯
で
お
い
し
く
食
事

が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。
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②
く
さ
っ
健
康
は
つ
ら
つ
体
操

　

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
に
続
い
て
『お
口
の
体
操
』

と

『く
さ
つ
健
康
は
つ
ら
つ
体
操
』
を
行
い
ま
し

た
。

　

パ
ネ
ル
を
使
っ
た
お
口
の
体
操
で
は
、
客
席
の

皆
さ
ん
も
口
を
動
か
し
な
が
ら
楽
し
く
体
操
を
し
、

く
さ
つ
健
康
は
つ
ら
つ
体
操
で
は
、
ま
つ
赤
な
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
た
委
員
と
一
緒
に
来
場
者
も
元

気
に
笑
顔
で
参
加
し
て
く
だ
さ
り
、
会
場
は
一
体

感
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

リビワテク活用してますか？

ＢＩＷＡ－ＴＥＫＵを活用して、
「健康で長生き」を目指しましょう！

＊草津市公認マスコットキャラクタ一

　

たび丸

　　　

皆
さ
ん
、
「ビ
ワ
テ
ク
」
を
ご
存
じ
で

？
・

　

す
か
？
簡
単
に
説
明
す
る
と
、
ポ
イ
ン
ト

　ユ刀

　

獲
得
型
健
康
推
進
ア
プ
リ
で
す
。

　　　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
ア
プ
リ
を
入
れ
、

対

身
長

体
重

血
氏

特
定
健
診
や
が
ん

　　

検
診
の
受
診
結
果
な
ど
を
入
力
す
る
と
ポ

し
▼
イ
ン
ト
が
も
ら
ぇ
ま
す

　　　

日
々
の
目
標
を
設
定
し
て
１
日
１
ポ
イ

胡

ン
ト
も
ら
え

そ
の
日
の
歩
数
や
消
費
力

、ソ
ー

　

ロ
リ
ー
が
表
示
さ
れ
、
見
て
楽
し
め
る

ムグ

　

ア
プ
リ
で
す
。
貯
め
た
健
康
ポ
イ
ン
ト

テ
１
０
０
０
ポ
イ
ン
ト
ご
と
に
抽
選
で
賞
品

ワ
ノ

　

が
当
た
る
大
変
お
得
な
ア
プ
リ
。
是
非
皆

ビ

　

さ
ん
・
ご

ヮ
テ
ク
」
を
活
用
し
て
み
て

」

下
さ
い
。

　
　
し
カ
つ
ら
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り
離
乳
食
レ
ス
ト
ラ
ン

　

今
年
度
の
離
乳
食
レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
前
年
度
よ
り
何
度

も
話
し
合
い
を
重
ね
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
参
加
者
、
従
事
者

の
感
染
予
防
を
第
一
に
考
え
て
作
っ
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

添
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
栄
養
の
３
色
パ
ネ
ル
の
説
明
、
１
日
野
菜

３
５
０
ｇ
摂
取
の
推
奨
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
献
立
等
を

話
し
た
後
、
管
理
栄
養
士
か
ら
離
乳
食
の
必
要
性
や
始
め

る
タ
イ
ミ
ン
グ
、
食
べ
さ
せ
て
は
い
け
な
い
物
な
ど
に
つ

い
て
離
乳
食
ブ
ッ
ク
に
添
っ
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
子

ど
も
の
月
齢
が
近
い
方
同
士
が
子
育
て
の
情
報
交
換
な
ど

も
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

調
理
の
見
学
で
は
、
少
量
の
お
か
ゆ
の
炊
き
方
、
野
菜

の
ゆ
で
方
、
裏
ご
し
の
仕
方
等
の
説
明
を
聞
き
、
初
期
、

中
期
、
後
期
の
完
成
品
を
見
て
、
指
で
硬
さ
な
ど
を
確
認

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、
「実
際
の
硬
さ
を

確
認
で
き
て
よ
か
っ
た
」
「調
理
の
仕
方
が
わ
か
っ
て
よ

か
つ
た
」
と
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

草
津
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
離
乳
食
の
作
り
方
の
動
画
を

載
せ
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
も
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
ね
。
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口草津市第二学校給食センターを見学

　

昨
年
１０
月
に
完
成
し
た
第
二
給
食
セ
ン
タ
ー

を
見
学
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
今
年
の
１
月

か
ら
草
津
市
内
６
中
学
校
の
給
食
約
３
８
０
０

食
を
作
っ
て
い
ま
す
。
衛
生
面
の
配
慮
、
食
中

毒
の
危
険
性
を
減
ら
す
作
業
や
調
理
の
区
域
分

け
を
し
、
見
学
ス
ペ
ー
ス
の
窓
か
ら
は
効
率

的
に
窯
が
一
列
に
並
ん
だ
様
子
を
、
モ
ニ
タ
ー

で
は
炊
飯
室
な
ど
各
室
を
見
る
事
が
で
き
ま
し

た
。

　

見
学
後
、
栄
養
教
諭
か
ら
地
場
産
の
食
材
を

使
つ
た
給
食
の
こ
だ
わ
り
を
教
え
て
頂
き
ま
し

た
。
当
日
は
７
月
７
日
で
し
た
の
で
、
行
事
食

で
七
夕
汁
と
七
夕
ゼ
リ
ー
が
つ
き
ま
し
た
。
野

菜
の
下
処
理
な
ど
朝
早
く
か
ら
お
仕
事
さ
れ
る

と
伺
い
、
感
謝
し
な
が
ら
黙
食
で
美
味
し
く
頂

き
ま
し
た
。

り
未
来
ノ
ー
ト
ご
活
用
く
だ
さ
い
！

　

「未
来
ノ
ー
ト
」
を
ご
存
知
で
す
か
ワ
ム
叩
の
危
機
が

迫
っ
た
と
き
、
約
７０
％
の
人
が
自
分
の
意
思
を
伝
え

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
も

し
も
の
時
の
た
め
に
、
大
切
な
人
と
あ
な
た
が
望
む

医
療
や
ケ
ア
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
す
。
本
編
と
別
冊
の
２
部
構
成
に
な
っ
て
お
り
、

本
編
は
冊
子
の
使
い
方
な
ど
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、
別

冊
は
記
入
で
き
る
ノ
ー
ト
で
す
。

　

在
宅
療
養
生
活
に
お
け
る
支
援
も
詳
し
く
載
っ
て

い
ま
す
。
自
分
の
思
い
を
知
っ
て
も
ら
い
、
環
境
や

体
調
に
よ
っ
て
変
化
す
る
気
持
ち
を
何
度
で
も
書
き

直
し
な
が
ら
、
自
分
ら
し
く
ど
の
よ
う
に
生
き
た
い

か
未
来
の
道
し
る
べ
を
大
切
な
人
と
一緒
に
考
え
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
ノ
ー
ト
で
す
。
草
津
市
の

「未

来
ノ
ー
ト
」
を
使
い
、
自
分
ら
し
い

「生
き
方
」
「逝

き
方
」
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

こ
の
未
来
ノ
ー
ト
は
市
役
所
１
階
、
長
寿
い
き
が

い
課
で
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。



（４） 草津市健康推進員広報 令和４年９月１日

衰くて野菜たコボリ料理（その１）
簡単にできるレシピをご紹介します 安い材料費で野菜がたっぷりとれるワザとコツを、ぜひ参考にしてください。

野菜の甘酢妙め（２人分）
●材料

　

なす１本

　　

ミニトマト６こ

　　

甘長とうがらし３本

　

かぼちゃ５０ｇ 厚揚げ１枚

　　　

こめ油適量

　

Ａ（酢大さじ１．５

　

砂糖大さじ１，５

　　　

酒大さじ０，５

　

しょうゆ小さじ２

　

鶏ガラスープの素小さじ０，５

　

片栗粉小さじ１水５０ｍｇ）

　

ごま油

　

小さじ１

．つくりかた
① なすはｌｃｍの輪切り、

　

甘長とうがらしはｌｃｍ

　

の斜め切り、 かぼちゃ

　

は幅５ｍｍに切る

　

厚揚げは幅ｌｃｍに切る

②フライパンにこめ油を入れ

　

なす、甘長とうが

　

らし、 かぼちゃをしっかり焼く

　

厚揚げとミニ

　

トマトを加えてさっと妙めたら、 合わせておい

　

たＡをいれる

　

とろみがついたらごま油を回し

　

かけ、 ひと混ぜして完成

　　　　

（１人分

　

カロリー２６５ｋｃａｌ、食塩相当量１．３ｇ）

きのこたっぷりレンジ焼売（２人分）
●材料

　

きのこ（しし、たけ、えのきなど）５０ｇ

　

玉ねぎ（みじん切り）３０ｇ

　

Ａ（豚ミンチ１００ｇ

　　　　

塩ひとつまみ）

　

Ｂ〔しょうが（みじん切り）少々

　

白ねぎ（みじん切り）少々

　　

酒大さじ１ しょうゆ大さじ０，５

　　

ご調由小さじ１

　　　　　　

砂糖小さじ０．５〕

　

片栗粉大さじ０．５

　

焼売の皮８枚

　

葉物 適量

　

ｉ－‐‐－－‐‐－－　
　

　　　

　

；感
濯
ぎ
Ｍ

－

①きのこは粗みじんに切る

　

１

　

ず
．つくりかた

　

僅 少　　　　　　　　　　

　

えてさらに混ぜ、 ボウル！

　

の端によせる
③ボウルの空いている所にきのこ、玉ねぎ、片栗

　

粉をいれてまぶしてから全体を混ぜる
④皿に葉物をしき、③をスプーンで８個に分け置

　

き、 その上に焼売の皮をかぶせる
⑤霧吹きで水をかけ、 、んわりとラップをして、電子レンジ

　

６００ｗで４分加熱し、そのまま１分蒸らすと完成

　　　

（１人分

　

カロリー２０５ｋｃａｌ、 食塩相当量１．１ｇ）

４鴎圏園幽霊盛観圏閣議瀞

　

草津市健康推進員としての長年の活動に対し、草津
市からの感謝状を下記の方々が受賞されました。な
お、令和２年度・令和３年度分は表彰が今年度になっ
たため、 合わせて今号に掲載しております。（敬称略）

■令和２年度草津市１０年表彰

　　　

南笠東

　　

岡

　

田

　

恭

　

子

学区・区 氏

　　

名

　　　　　

南笠東

　　

田

　

中

　

紀

　

子

志

　

津 北

　

川

　

妙

　

子

　　　

南笠東

　　

若

　

山

　

厚

　

子

志

　

津 馬

　

場

　

すみ子

　　　

南笠東

　　

辻

　　　

佳

　

子

渋

　

川

　　

倉

　

田

　　　

操

　　

■令和３年度草津市２０年表彰

老

　

上

　　

奥

　

野

　

八重子

　　　

志津南

　　

喜

　

田

　

久

　

子
老

　

上

　　

村

　

山

　

美智子

　　　

老上西

　　

中

　

西

　

真由己
笠縫東

　　

上

　

村

　

洋

　

子

　　　

老上西

　　

水

　

野

　

明

　

子
．令和２年度草津市２０年表彰

　　

．令和４年度草津市１０年表彰
志津南

　　

鹿

　

嶋

　

恵

　

子

　　　

志津南

　　

荒

　

木

　

キクエ
草

　

津

　　

山

　

中

　

頼

　

子

　　　

志津南

　　

横

　

山

　

民

　

子
南笠東 清

　

水

　

節

　

子

　　　

渋

　

川

　　

中

　

西

　

洋

　

子
南笠東 川

　

瀬

　

恵

　

子

　　　

玉

　

川

　　

小

　

西

　

政

　

子
山

　

田

　　

啓

　

藤 二三子

　　　

玉

　

川

　　

福

　

井

　

礼

　

子
笠縫東

　　

成

　

田

　

耐

　

子

　　　

笠

　

縫

　　

中

　

村

　

弘

　

子
■令和３年度草津市１０年表彰

　　　

南笠東

　　

伊

　

藤

　

春

　

美
草

　

津 松

　

下

　

由紀子

　　　

笠縫東

　　

上

　

田

　

美

　

幸
老

　

上

　　

山

　

根

　

尚

　

子

　　

．令和４年度草津市２０年表彰
老上西

　　

西

　

川

　

真由美
老上西

　　

山

　

林

　

恵

　

子

　　　

老上西

　　

谷

　

口

　

久

　

子

玉

　

川

　　

岸

　

本 徳

　

江

　　　

笠縫東

　　

奥

　

村

　

さち子

玉

　

川

　　

林 伸

　

子

　　　

常

　

盤

　　

中

　

井

　

鹿

　

子

ｉ

　　

滋賀県健康推進員としての長年の活動に対し、
ｆ

　　

滋賀県健康推進員団体連絡協議会会長からの感謝

１
一大を下記の方々が受賞されました。

　

獅１■令和４年度滋賀県健康推進員

　

■令和４年度滋賀県健康推進員

ｆ雛観菅野会会長感謝状表彰

　

団体連絡協議会会長感謝状表彰

　　　　　　　　　　　　

（対象会員）

１

　

志 津 我孫子 弘 子

　

志 津

　

堀 井 八重子
１

　

渋

　

川

　　

北

　

川

　

和

　

美

　　　

志津南

　　

小早川

　

敏

　

子
１ 渋

　

川

　　

津

　

田

　

妙

　

子

…

　　

矢

　

倉 山

　

本

　

千加子

　　　

矢

　

倉

　　

谷

　　　

勝

　

久

１

　

南笠東 清

　

水

　

悦

　

子

　　　

老上西

　　

田

　

中

　

邦

　

子

１１１令和４年度滋賀県健康推進員

　　　

玉

　

川

　　

横

　

江

　

由

　

紀
団体連絡協議会会長感謝状表彰

　　　

玉

　

川

　　

福

　

井

　

厚

　

子…（活動３０年）

：

　

老上西

　　

田

　

中

　

邦

　

子

　　　

常

　

盤

　　

保

　

田

　

泰

　

子

⑳⑮⑬⑩
コロナ禍も３年目。ガイドラインができて対策が取
れるようになり、徐々に活動を再開しております。そ
んな中、少しでも参考になればと多くの記事を紹介さ
せて頂きました。これからも健康づくりのお役に立て
るよう私たち健康推進員は頑張ります。

広報啓発委員会一同
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